韓国近代文学研究の現況 : 2000 年以後を中心に by 朴 眞淑



























――1999 年に始まった BK21 事業（Brain	Korea	 21	 Project、頭脳韓国 21 支援事









































































4	 	 チョン・ジョンファン「文化論的研究の現実認識と展望」『尚虚学報』19、2007.2、38 頁。






























6	 	 同上、449–50 頁。
















































































































































































　韓国の近代文学研究は、1989 年以後本格化した越北作家研究から 1990 年代
後半以後文化論的研究へと進んだ。2000 年代初期から、文化論的研究は、批判
を受けつつも拡大し、これに対して、再び文学へ戻らなければならないという
声と研究も続いている。また、一方では 1990 年代後半の研究を振り返り、「な
ぜ、現在ここにいない越北作家研究を専ら行っていたのか」という問題提起を
し、韓国（南韓）文学史を構築した越南文人に関するプロジェクトと研究成果
も現れている。興味深いのは、起点となった越北作家の研究時期は 1980 年代だ
ったが、今はその 1980 年代が研究対象になって研究されており、当時最も研究
されたテーマ「KAPF」が再び脚光を浴びるとともに、社会主義文学について
の見直しも行われているということだ。
　文化論的研究によって、韓国近代文学研究が社会学、歴史学との間を往還し
ながら範囲を広げていることが一つの成果だと言ってよいのは明らかだ。文化
論的研究の関連授業を主に受けていたある大学院生が、自嘲的に「小説が好き
で文学を研究しに大学院に来たが、雑誌を読んでいたら勉強に興味を失った。
14	 韓水泳「想か倫理か――日帝末の文学を認識するエピステーメー」『人文論叢』66、ソウ
ル大学人文学研究院、2011、412 頁。
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この 2 年間、小説を正しく読んだり研究したりする方法を習ったことがない」
と述べたのは多くのことを示唆している。もちろん筆者は当時、「雑誌の研究を
しておけば、小説を読むのに大いに役立つ」と話した。それは当然のことだか
らだ。
　筆者は文学（小説）研究者である。文学が人生の全分野にわたる以上、すべ
ての学問が文学に関連していると言っても過言ではない。文化全般について考
えることは、文学テキスト分析を深めるために必要な作業だ。2000 年以後、韓
国近代文学の研究で、文化論的研究は既存の主流研究に問題提起し、これを批
判する伝統的な文学研究家にテキスト分析を深めることがより重要だという認
識を持たせたことを考えれば、相互扶助的な関係にあるといえるのではないだ
ろうか。彼らによって小説のテキストを読む方法も多様化し、刺激を与えられ
てきたことを思えば、これも韓国近代文学研究の推進力だったと言えよう。
　ただし、「これまでの文学史が排除してきたすべてのものを、素晴らしいと言
って済ませるのでなく、問題として俎上にあげる」ことで、「既存の文学史に十
分に取って代わり、同時に現在の統治性を解体しうるようなものを選びとり証
明する必要がある」という、『文学史以後の文学史』に対するリュ・ボソンの指
摘に留意する必要がある。これは文化論的研究を主とする研究者に求めるので
はなく、このような問題意識を持った他の研究者群が行うべきことではないか
と思われる。
	 （パク	ジンスク　韓国・忠北大学校	教授）
